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1. 介護ベッドの役割 
 介護の場でよく用いられる介護ベッドには、高さを変えられる昇降機能、背上げ・膝上

げ機能、付属品（ベッド柵等）をつけられるという特徴があります。つまり、床から高さ

があり、背上げ機能とベッド柵等があることで、利用者の起き上がりやベッドに腰掛ける

こと、ベッドからの立ち上がりや車椅子等への移乗を容易にします。さらに、床から高さ

があることで、介護者も大きく腰を屈めずに介護をすることができ、介護者の負担を軽減

させます。 
 
2. 福祉用具に関わる事故 
現在、福祉用具使用に関して多くの事故が報告されています。その中で最も多いものは

車椅子（付属品を含む）に関する事故です。そして、次に多いとされているのが介護ベッ

ド等の特殊寝台（付属品を含む）に関するものであり、介護ベッド使用の際には注意を要

します。 
 
3. 介護ベッドに関する事故 
 医療・介護ベッド安全普及協議会によると、消費生活用製品安全法に基づく重大事故と

して報告された医療・介護ベッドに関する事故は 65 件（2007 年 5 月～2013 年 8 月集計）

であり、その中でも特に、サイドレール（ベッド柵）に関する事故が多いと報告されてい

ます。以下に、具体的な事故について記します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 介護ベッドに関する事故 
（医療・介護ベッド安全普及協議会ホームページより） 



A：サイドレール内のすき間での事故 21 件 
   サイドレール等の中に頭や手、足が入り込み、重傷を負ったり死亡した 
B：サイドレールとサイドレールのすき間での事故 15 件 
   サイドレールとサイドレール（ベッド用グリップ）とのすき間に首が挟まり、重

傷を負ったり死亡した 
C：サイドレールとボードのすき間での事故 9 件 
   サイドレール等とボードのすき間に挟まり、重傷を負ったり死亡した 
D：サイドレールとマットのすき間での事故 7 件 
   サイドレール等とマットレスやベッドフレームの間に挟まり、重傷を負ったり 
   死亡した 
E：ベッド用グリップの固定レバーでの事故 9 件 

    着衣がベッド用グリップの固定レバーにひっかかり、窒息により死亡した 
    首振りの固定レバーが外れ、転倒・骨折した 

F：その他 4 件 
 
4. 介護ベッドを安全に使用するために 
サイドレールやベッド用グリップのすき間を確認し、身体の一部を挟み込む危険性があ

る場合はクッションや毛布、または各メーカーが販売している専用物品にてすき間を埋め

てください。ベッド用グリップは、しっかりロックし固定して使用してください。また、

マットレスは厚みがあるため、その分を考慮してサイドレールの高さを確認してください。

特に身体機能や認知機能の低下により自力で体勢を整えるのが困難な方には、より注意し

ていただきたいと思います。そして、ベッド操作時には、利用者の方だけでなく周囲の人

（子ども等）にも注意し、巻き込むことのないよう配慮をお願いいたします。 
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